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一、はじめに　
懐風藻目録に「僧正呉学生智藏師」と記し、集中に智藏の五言詩
二首と略伝一篇を収 ている。略伝によれば、智蔵法師は出家する前の俗姓を禾田氏と名乗る。天智天皇の時に唐へ留学に遣わされ、当時呉越故地に居た学問の優れた尼について仏法を修業し、六・七年の間、学業が群を抜いていた。太后天皇の時帰朝し、学業試験に臨んで法師は壇上に登り、とうとうと教義を発明し、その講義は論理が厳密 奥深く、発音が正しくて美しい 下から異論が蜂 巣を突いたように起こったが、師の応対が淀みなく見事であった。みんな屈服して驚愕を感じないものはなかった。そして師は帝 称賛を得て僧正に任命されたという。　
智藏法師は南都仏教六宗の中でも第一に挙げられた三論宗第二伝
の祖師で、日本仏教史に遺した事跡が多い
注
注
。そのため仏教相伝・国
際交流など文化史の見地からしばしば取り上げられ、ま 懐風藻見える法師の略伝に関しても、中国の高僧伝と懐風藻の僧伝 の関わりから検討されてきたが
注
注
、師の伝記・詩文の全般に光を当てて考
察を行う論は、管見の限りまだ殆どないように思われる。法師は古代の高僧ばかりでなく、日本最初の詩僧として漢文学に及ぼした影響も量り知れないものがあった。そこで本稿はまず智蔵師の詩を対象とし聊か考察を加えたい。　
およそ文字で記録される作品はその生れる時代の歴史文化や社会
思想と密接に関わ 合うものである。 し がって、 文学の研究は往々に結果として個別の作品その に止まらず、作者という一個人をその生きた時代の流れ 中に置いて考察しなければならな 。それは筆者 守備範囲を超える作業であるが、な べく先行の諸説を振り返りつつ、智藏の詩文に焦点を絞 ながらも作者の生き 時代、その歴史社会 思想文化を視野 入れて考え みたいと思う。二、生い立ち　
略伝に拠れば、智藏師は俗姓を禾田氏というが、その根拠は詳ら
かでない。 『元亨釈書』卷一「伝智篇」に三論宗第一伝祖師の慧灌に次い 師の事跡をこう伝える。　　
次は吴国の智藏、乃ち福亮法師が俗たりし時の子。亦嘉祥に謁
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して三論の微旨を受く。此の土に入りて法隆寺に居し、盛んに空宗を唱ふ。道慈、智光みな藏の徒な 。
　「嘉祥」は三論宗を集大成した隋の吉藏師のこと、呉越の故地、会稽嘉祥寺に住していたので嘉祥大師と称され、日本三論宗第一伝の祖師の慧灌が吉藏直伝の弟子であった。智蔵に始め三論教学が伝授された経緯について二通り 説が る。 『三論祖師伝』
序
に次のように述べている。　　
次は吴の智蔵、初め慧灌に随ひて三論を研む。識は内外に渉り、学 三藏に通ず。のちに入唐し 、定慧倍進す。未だ幾ばくならずして帰朝し、法隆寺 於い 宗を弘む。仙光院智光、礼光皆これの徒なり。
　
右に従えば、智蔵は初めから慧灌について三論を学んだことに
なる。一方、凝然『三国仏法伝通縁起』にはちょっと違う三論伝授の筋道を記している。　　
慧灌僧正、三論宗を以て福亮僧正に授く。福亮、智藏僧正に授く。智藏、海を越えて入唐し、重ねて三論を伝ふ。遂 乃ち帰朝し、弘く所伝に通ず。是は第二伝なり。智蔵、法を道慈律師に授く。
　
右の縁起にも道慈律
が三論宗第三伝であったことに変わりは
ないが、三論を智蔵に伝 したのは父の福亮僧正になっている。この師資相承系譜に関して疑問を感じる学者もいるが
注
注
、慧灌がは
じめ三論教学を福亮に授けたことは恐らく間違いあ まい。　
福良僧正は、 『日本書紀』大化元年（六四五）八月の僧尼詔に任
命された僧門十 の筆頭、狛大法師こと慧灌に次いで第二位に列ねる高僧であった。更に遡れば、推古三三年（六二五） 、高麗王
に嘉祥大師の弟子の慧灌が遣わされて来日し、夏僧正に任じられたが、同年の冬、福良も僧正に任命されている（ 『元亨釈書』 ） 。つまり、慧灌来日の時点で福良は仏教造詣において慧灌にさほど引けを取らないくらい 学識をもっていたのである。おそらく福良は江南仏教の流れを受ける三論諸師の一人で、慧灌が彼に授けられたのは、嘉祥大師によって集大成された新しい三論教学の要諦であろう。　『聖徳太子伝私記』卷下（または『寧楽遺文』下）に遺る『法起寺塔露
』に拠れば、推古三十年（六二二）二月二十二日、
聖徳太子が薨去するさい、長子の山背大兄王に岡本宮を寺に改造し、大倭と近江の所領田を施入するよう遺言を残した。そ 遺志を受け継いで、 福亮僧正が舒明十年（六三八）に太子が初めて『法華経』を講ぜられた岡本宮跡地に金堂を建立し弥勒像を造ったと記している。また『扶桑略
』には斉明四年（六五八）に内臣の
中臣鎌子（藤原鎌足）が山科陶原家精舍で呉僧福亮法師を屈請して始めて維摩経の奥旨を講演し、これが南都維摩会の始 であったという。　
法起寺は聖徳太子創建の七寺の一つ、岡本寺・岡本尼寺などと
も称され、その遺構が一九六〇年代の発掘調査で確認されている。井上光貞博士は福亮が太子講 岡本宮に金堂を建立したこと、彼が鎌足家で『維摩経』を講説したこと、 『三経義疏』が南朝・梁の三大法師つまり「江南諸師」または「南方成実師」の注 に基づいたこと、福亮が呉の渡来人であっ ことから 福亮を太子『三経義疏』の製作にもかかわった外国僧集団の一人であったとし、わけても最後出の維摩経義疏は内容上先の二疏との異質性
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認められることから、福亮は維疏の作者に擬すべき有力な候補者の一人であろうと推論している
注
注
。
　
ここに少し補足を加えるならば、継体天皇十六年（五二二）に
仏教が南朝・梁の司馬達止によって日本に将来された当初、南方仏教は確かに成実論が盛況を極め、三大法師の法雲、僧旻、智藏いずれも成実論を治めていた。が、他方羅什・僧肇の弟子であった遼東の僧朗が斉の時すでに南下して建康（今の南京）摂山（棲霞山）に隠居し、その影響により隠士の周頤が『三宗論』を著し成実論を難じている。また梁の武帝も必ずしも成実論を尊従せず、自ら般若経 講説し、僧詮ら十名を摂山に派遣 て三論の 義を学ばせた。僧詮の門下からや て法朗、慧勇、智辯、慧布 四友が輩出し、中でも陳 武帝 勅命によって揚州興皇寺に住した法朗は弁舌が鋭く、成実論を容赦なく論破した。以降、三論宗が大いに盛り、南朝仏教を風靡したのであ し がって陳・隋の間「江南諸師」とは三論師を指すことが多く、福亮もそうした一人であったと思われる。鎌倉時代の学僧凝然が云う。　　
太子在世、従百済・新羅等、高僧法匠来至日域。其中有之、所来法師大談法義、太子随之問法宗義。他国所来法英皆是三論宗碩学（ 『
摩義疏・仏国品疏文』 ） 。
　　
（太子世に在りしとき、百済・新羅等より高僧法匠来りて日域に至る。その中これ有り、来るところの 師大いに法義を談り、太子これに随ひて法宗の を問ふ。他国より来るところの法英皆これ三論宗の碩学なり。 ）
　
凝然の云うところ史実に近いであろう。九世紀後半に成立した
香山円宗『大乗三論師資伝』にも同様の記載が見ら
　　
天萬豊日天皇（孝徳）乃請元興寺僧高麗国慧観法師、令講三論。其講了 、天皇即拝任以僧正。是則日本僧正第二。同寺三論観勒僧正其第一矣。 （中略）従之以後、 福亮法師等九僧正、皆此元興寺三論宗也。
　　
（天万豊日天皇（孝徳） 、乃ち元興寺僧高麗国慧観法師を請うて、三論を講ぜしむ。その講了の日、天皇即ち拝任して僧正を以 す。是は則ち日本 二なり。同寺の三論観勒僧正はその第一なり。 （中略）これより以後 福亮法師等九僧正、皆この元興寺の 宗なり。 ）
　
実際、観勒や慧灌より先に来日し「三宝の棟梁」と称せられた
高麗僧の慧慈と百済僧の慧聡も元興寺の前身である法興寺に住し、太子の師事された慧慈が太子の突然な最期を聞いて大いに悲しみ、ために自ら説經して自分の死期を誓願して果てたので、太子と共に聖と称せられた（ 『日本書紀』 ） 。福亮僧正も元興寺を拠点 した三論僧であったからこそ、今来の慧灌 伝える嘉祥大師の集成し 新しい三論教学の要訣をいち早く会得はできた。が、先輩格の彼が慧灌に師事することはできず、その代わり息子の智蔵慧灌の弟子にしたものと思わ る。 して智蔵も慧灌の来日以前から早くも父福亮の薫陶を受けて、仏典の教義に親しんでいたはずである。　『本朝高僧伝』に福亮のことを次のように伝えている。　　
福亮はもと呉の人、来日して出家す。高麗の惠灌僧正に従い三論を習禀し、兼ねて法相を善くす。また唐に入りて嘉祥師に謁し、重ねて本宗を研く。
　
福亮の来日について、王勇氏が日本書紀に見える呉国に関わる
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記事は推古十七年 （六〇九） の道欣ら僧俗一行の来着が最後であったことに着目し、その時を推定している。それはともかく、福亮が来日当初まだ在俗の身であったことに間違いなく、その妻すなわち智蔵の母親 氏の推論した通り日本人女性であったと考えられてしかるべきであろう
注
注
。
　
ちなみに福亮の俗姓は『僧綱補任抄出』に拠れば熊凝氏という。
熊凝は地名をもって姓氏 するものであり、平群郡の熊凝村は推古二五年（六一七） 、聖徳太子が発願してこの地に熊凝精舎を建立したところである。同じく『僧綱補任抄出』によれば、智蔵僧正の俗姓も 氏、父・福良僧正に従ったのである。したがって懐風藻に見える禾田 という俗姓はおそらく福良が出家 た後、母方の姓氏を名乗ったものと考えられる。　
なお福亮の入唐は何時であったのか。推古三三年以降の彼の足
跡を辿れば、大化元年（六四五）から斉明四年（六五八）ま の間に可能性が高い。そ ころの唐で 長安に北上し 吉藏がすでに亡くなって久しい。他方、貞観十九 四六 から天竺を歴遊した玄奘法師が帰朝し、長安で大量の仏教経典を訳出す と同時に、門下に大勢の信者を集めて唯識論を説き、慈恩宗（法相宗）が盛り上がる。福亮が法相にも詳しい背景にはそうした情勢があったのではなかったか。それで 彼は三論教学の研鑽を続け、特に祖師僧肇が注疏を施した維摩経に注力したと思われる。そうした福亮僧正の事跡も智蔵の学問 考える上で無視 きないであろう。
三、遣唐留学の期間と行状　
さて智蔵はいつ渡唐し、そして帰朝したのか。懐風藻に見える
智蔵略伝中、その遣唐留学の期間を記す記載に関して学者の解釈が分かれている。関係の原文は次の通りである。　　
淡海帝世、遣學唐國。時呉越之間、有高學尼、法師就尼受業、六七年中、學業穎秀。 （中略）太后天皇世、師向本朝。
　　
（淡海帝の世に、唐國に遣學す。時に呉越の間に、高學の尼有り。法師尼に就きて を受く。六・七年の中に、 業穎秀なり。 （中略）太后天皇の世に、師本朝に向かふ。 ）
　
問題は智蔵法師が近江朝を開いた天 天皇の何年に唐へ留学に
遣わされたか、ということよりも帰朝した太后天皇の世は何時かにある。天智称制三年（六六四）以降、唐との人員往来が極めて盛んで った。天智紀に拠れば、 年九月に 國が朝散大夫沂州司馬上柱國の劉徳高等を遣してきた。一団は前年も来日した百済鎮将の使者郭務悰らを含めて凡て二百五十四人に及ぶ。七月二十八日に對馬、九月二十日筑紫 到着し 二十二日 国書を上呈している。朝廷からは十一月十三日に劉徳高等に饗宴を賜り、翌十二月に唐使らは帰国した。この年 本から小錦守君大石等を大唐に遣し、小山坂合部連石積・大乙吉士岐彌・吉士針間など同行したので、この送唐使一行の人数もかなり多かったに違いい。智藏もこれに加わったであろうと見 れることに異論はあまりな ように思わ る。　
しかるに「太后天皇」に関しては、持統天皇と解釈するのが一
般的である。それでは「六・七年」の期間が合わない 一方、天
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智天皇の皇后倭姫を「太后天皇」に比定する説があ
る
注
注
。つまり、
天智四年から六年経った十年（六七一）十二月に天皇が崩御、倭姫太后が臨朝称制を行われ と考えるのである。この年の十一月に唐の使者・郭務悰 百人に送使ら一千四百人を加えた総勢二千人の大使節団が対馬に到着し との報告があり、智蔵もこれに同行したであろうと思われる。ところが翌十二月 天智天皇が崩御、朝廷から筑紫に留まる唐使らに天皇の喪が告げられたのは翌年の三月、訃報を接した唐の使者らはみな喪服を着て哀悼の礼を挙げた。そして帰国 途に就いたのはこの年の五月。この時壬申の乱がすでに動き始めていたのであ 。したがって智蔵 留学帰国僧 一行が帰京したのは、恐らくこ も乱が収ま 秋以降になるであろう。智蔵が入唐した は の唐使・劉徳高、郭務悰らの帰国 送る めの送唐使遣 使 従っ も とすれば、入唐から数えてちょうど六・七年になる。　
翌年すなわち天武二年の二月に天皇の即位式が行われ、三月に
備後の國から白雉が献上されたという瑞兆 より白鳳元年に改元された（ 『扶桑略
』 ） 。この月川原寺で
始めて
一切経の書写が行
われ、これに関連しての経典講釈で智藏法師 辭義峻遠な論法と深い学識が認められ、僧正に任ぜれたと考えられる。　
筆者はこの一般的でない後者の説に従いたい。理由は懐風藻の
略伝に史家の原則と史料上の整合性が認められるからである。この書の開巻第一篇に大友皇子を「淡海朝皇太子」 称した 日本書紀に皇子の立太子の記事 そないが天智紀十年十月条に天皇はいよいよ病が重い時、東宮大海人皇子を呼んで政権を委ねたい告げられたとき、東宮は元から多病と称して固辞するとともに、
天下を倭姫皇后に託して、大友皇子に政治を任せるよう請願されたので、天皇はそれを許されたとある。天武即位前記にも同じ記載があり、そこに 大友皇子のことを「儲君」すなわち皇太子と記している。したがい天智崩御後、倭姫太后が当然のことながら称制されたということになる。大海人皇子は後に天武天皇に即位されたから、天子 言葉に虚言がありえない いうのは史家の原則であっ 。だから壬申の乱の年（六七二） 僅か一年ではあるが、「太后天皇の世」がなかったわけにはいかないのである。正にその時に智藏が帰朝し、そして翌白鳳元年（ 武二年）に僧正に任じられたことは、史載の記述に合って疑いない。　
智蔵法師の学識は内典外典に博く渉り、仏教のみならず漢詩文
学においても多大な影響を世に及ぼ た。こ 点、資料の少ない天武持統朝の漢文学を考えるさい、特に重要であり看過できないであろう。　
懐風藻詩人伝の特徴の一つは詩篇を理解する手掛か を織り込
んでいることである
注
注
。智蔵の略伝にそのような留学中のエビソー
ドを二つ記述している。一つは呉越故地で学問を修業 学業が群を抜いた智蔵を同伴の僧侶たちが嫉妬し危害を加えようとする時の彼の行状であった。　　
同伴僧等、頗有忌害之心。法師察之、計全躯之方、遂被髮陽狂、奔蕩道路。密寫三藏要義、盛以木筒 著漆祕封、負擔遊行。同伴輕蔑、以爲鬼狂、遂不爲害。
　　
（同伴の僧等、頗る忌害の心有り。法師これを察して、躯を全くせむ方を計り、遂に被髮陽狂して、道路に奔蕩す。密かに三藏の要義を寫し、盛るるに木筒を以 し 漆を著けて祕
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封し、負擔遊行す。同伴輕蔑して、鬼狂なりと以爲ひ、遂に害を爲さず。 ）
　
危険を察知した智蔵は身の安全を図るため、髪を振り乱して狂
人のように振舞い道路を走り回ったりした。その一方密かに経・律・論 三蔵の要訣を書き抜き、木の筒に入れて密封し背負って歩き回った。同伴 僧たちはそうした智蔵を軽蔑し気が触れたと思い、とうとう危害を加えなかったという。智蔵が狂人を装ったのは自らの学識を韜晦するためで、髪 振 乱すような振舞いは、既に指摘されたように梁の『高 伝』に伝わる宝志にも見ら ることではある。ここで注目したい は三蔵の要訣を背負って道路を奔走する行為の象徴的意味である。道には実際に歩く「道路」のほか世間人生 道と う象徴的抽象的な意味が付与されることがある。 『荀子』 王霸篇に楊朱が岐路を泣く寓話を記して る った半歩でも岐路を踏み違え と千里も行き違えてしまう。ま王者霸者たる のが栄辱安危存亡の岐路に立つなら猶更哀しむべしというので 楊朱の説話を最も多く記録し のは道家の書物『列子』である。また『晋書』阮籍伝に彼が時々独りで馬車を駕して道に従わず思うま 走らせ、行き詰まると慟哭するとい奇行を記している。阮籍は竹林七賢 第一人者であり、その慟哭は世の中に道を失うことを寓意するものであった。智蔵 狂人演技も一種 韜晦、反俗の行為であったに違いないから、彼が三藏の要義を負担して道路を奔走するのも寓意のあった 為であろう。これを裏付けるもの 知恵の浅はかな俗僧をからかう智蔵の嘲笑があった。　
略伝にはこのエビソートを次のように記している。
　　
師向本朝、同伴登陸、曝涼經書、法師開襟對風曰、我亦曝涼經典之奧義、衆皆嗤笑、以爲妖言。臨於試業、昇座敷演、辭義峻遠、音詞雅麗、論雖蜂起、應對如流、皆屈服 莫不驚駭。
　　
（師、本朝に向ふ。同伴陸に登り、經書を曝涼す。法師襟を開き、風に對かひて曰はく、 「我も亦經典の奧義を曝涼す」といふ。衆皆嗤笑して、妖言と以爲ふ。試業に臨み、座に昇りて敷演するに、辭義峻遠にして 音詞雅麗なり。論蜂の如くに起ると雖も、應對流るるが如 。皆屈服し驚駭せずといふこと莫し。 ）
　
智蔵法は帰国したさい、同行の留学僧が上陸すると、持ってき
た経典書物を日に晒したが、智蔵は襟を開いて風に当ててこう言い放った。 「わたしも経典の奥義を日に晒すのだ」と。みんなそれをでたらめだと思って嘲笑ったが、学業試験の時となり、法師は壇上に登って経典の奥義をとうとう講 した。そ 論理が厳密で奥深く、論難の声が蜂 巣を突付い ように起こっても、師の応対がよどみなく見事であった。聞く者はみな敬服しその学識の深さを驚嘆せずには られなか という。　
智蔵が襟を開いて経典の奥義を日に晒すという奇行は 実は先
例があったのである。 『世説新語』排調篇に七月七日の風俗 従い鄰人 みな衣類や物品を天日に干してると、郝隆という人 庭に出て仰向けに寝そべり腹を出して書物を日に当てるという。書物を所有しな ら実は無学の世間の俗物を揶揄し嘲笑う彼の奇行は、これも実は竹林七賢の一人・阮咸に倣ったものである。阮咸は学識があるだけでなく当代随 の音楽の名人でもあったが 世俗に反感をもつから大変貧乏であった。彼は七月七日に道を隔て
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た向こうの同族の家々で華麗な衣類を並べて虫干をしているのに対抗して、自分も風俗に従わざるを得ないといって粗末なふんどし一枚を竿に挿して日に曝したという（ 『世説新語』任誕篇） 。彼らの奇矯な行為は反俗の意味をもつが、ここに智蔵の振る舞いと竹林七賢のそれと接点があることは一目瞭然である。　
そしてさらに留意すべきなのは、智蔵の竹林七賢らの言行に対
する関心か 看取される玄学と仏教の関わりである。それこそ懐風藻の詩人略伝の提供してくれる詩篇を理解する大きな手掛かりになるのである。四、五言詩二篇の趣意　
懐風藻に収められた智蔵の作品は五言詩二首。まずは 「玩花鴬」
を見てみよう。　　　
玩花鴬
　　　　
花くわあう
鴬を玩ぶ
　　
桑門寡言晤、
　　
桑さうもん
門、言
げん
晤ご
寡すくな
く、
　　
策杖事迎逢。
　　
杖つゑ
を策
つゑつ
きて迎
げいほう
逢を事とす。
　　
以此芳春節、
　　
此の芳
はう
春しゅん
の節
せつ
を以
も
ちて、
　　
忽値竹林風。
　　
忽たちま
ちに竹林の風に値
あ
ふ。
　　
求友鴬嫣樹、
　　
友を求めて鴬樹に嫣
わら
ひ、
　　
含香花笑叢。
　　
香を含みて花叢
くさむら
に笑
え
む。
　　
雖喜遨遊志、
　　
遨がういう
遊の志を喜ぶと雖
いへど
も、
　　
還愧乏雕蟲。
　　
還かへ
りて愧
は
づ雕
てう
蟲ちゅう
に乏
とも
しきことを。
　　
（寺院には向かい合って語るものがいないので、杖を突いて談論を交わせる友を訪ね迎えるのだ。この薫風柔らかな春の季節に、はからずも竹林七賢風の知友に出会った。鶯は木の
上で友を求めては囀り、香りを放つ花は群生して咲き誇っている。世俗 離れ 風流に遊ぶ気持ちは大いにあるけれど、詩文を綴る才能に恵まれないのが恥ずかしい） 。
　
この詩は題に「花鴬を玩ぶ」と記すが、内容は知友と交遊し清
談して詩文を交わす宴集を喜び楽しむものである。 「桑門」は「沙門」と同音で仏門をいう。 「言晤」は「悟言」に同じく、 向かい合って語り合う意、初出は詩経に見えるが、六朝時代ではとくに老荘思想や玄学を発明する清談 言 王義之の蘭亭集序に　　
夫人之相與、俯仰一世、或取諸懷抱、晤言一室之内、或因寄所託、放浪形骸之外、雖趨舍萬殊、靜躁不同、當其欣于所遇、暫得于已 快然自足、不知老之將至。
　　
（それ人の相與に、一世に俯仰するや、或いはこれを懷抱に取りて、一室の内に晤言し、或いは託する所に因り寄せて形骸の外に放浪す。趨舍萬殊にして 靜躁同じからずと雖もその遇う所を欣び、暫く已れに得るに當りては、快然として自ら足りて、老の將に至らんことを知らず。 ）
　
とある。一時の気の合う同士の清談の集いに光陰矢の如く今に
も老衰が迫るだろうことも忘れる喜びを表している。作者は僧侶でありながら、詩は冒頭から仏門に語り合えるものがいないというのはどういうことなのか。この蘭亭集序に一つの答えを用意しているともいえる。それゆえ、詩人は知己と交わり会い語り合う機会を求めて杖を突いて「迎逢」つまり知友を訪ねた 迎えたしなければならない。そし あ 薫風和やかな春の日 、竹林七賢風の知人に出会ったと歌う 詩の第三聯は普通叙景 転じるが、ここに鶯 囀り 詠んで「友を求む」 表現するの 、 『詩経・小
埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第10号
（二四）
─ 443 ─
雅』伐木篇に出典をもつ。鶯の声を「嚶としてその鳴くは、その友を求むる声なり」と歌う伐木篇は、詩序によれば「朋友故旧を燕す」る楽歌であった。また「香を含む花」は花の名こそ明示していないが、 「春蘭秋菊」という楚辞以来よく用いられる熟語からいっ 春の代表的な香る草花はやはり蘭であったに違いない。これも『周易』繋辞に「同心之言、其臭如蘭（同心 言、その臭ひ蘭の如し） 」とあるのに拠り、前句と同じく知友と出会いそして語り合うことを喜ぶ趣旨 寓意されている そして最後に尾聯の「遨遊」も魏文帝の遊覧詩「芙蓉池作」などに見たように自然景色を楽しみながら、優雅な談論や詩文を綴 宴遊を意味する　
してみれば、智蔵法師のこの詩は起・承・転・結の形を整えな
がら、主題は実に見事に一貫し る。しかも語句の典拠は儒学の経典にも拠りつつ、一首の趣意はあくまでも竹林七賢風の玄学高士と清談を交わし詩文・酒宴を楽しむこ に終始してい 。智蔵法師は内外の学に通じ、仏法三蔵のほか、外典と て儒学の知識も豊かであった 違いないが 特に玄学の造詣が深かったことは、自然に親しみな 玄学を語る竹林七賢の遊 好むことから明らかに伺われるであろう。　
法師のもう一首の五言詩「秋日言志」は独吟である。
　　
秋日言志
　　　　
秋日、志を言ふ
　　
欲知得性所、
　　
性せい
を得
う
る所を知らんと欲し、
　　
來尋仁智情。
　　
來りて尋
たづ
ぬ仁
じん
智ち
の情
じゃう
。
　　
氣爽山川麗、
　　
氣き
爽さはや
かにして山川麗しく、
　　
風高物候芳。
　　
風高くして物
ぶっこう
候芳
かんば
し。
　　
燕巣辭夏色、
　　
燕えんさう
巣、夏
か
色しょく
を辭し、
　　
鴈渚聽秋聲。
　　
鴈がんしょ
渚、秋
しうせい
聲を聽く。
　　
因茲竹林友、
　　
この竹林の友に因
よ
りて、
　　
榮辱莫相驚。
　　
榮えい
辱じょく
、相驚くことなかれ。
　　
（性を得るところを知りたいと思って、山水に仁智の意味を尋ねてきた。大気が爽やかで山も川も美しく、風は空高く吹き通り、季節の風物も清清しい 燕の巣は夏に雛が巣立った後すでに生色なく、鴈の集まり騒ぐ渚から秋の声が聞こえてくる。竹林七賢のような世間を超越 た友がいるからこそ自然の変遷も人事の栄枯も心を動かすことがな のだ。 ）
　
この詩の注目すべき点は三つ挙げられる。一つは首聯に用いる
「仁智」が『論語・雍也』に拠ること。　　
子曰はく、智者は水を樂び、仁者は山を樂ぶ。知者は動き、仁者は靜けく、知者は樂し 壽し
　
よってここに「仁智」とは山水を意味する。集註に拠れば、智
者が水を樂ぶのは自らの才知を運らして世を治めること、水の流れて止まることを知らない に似る。だから日々進んで動き 志を得るのが楽しいのだ。一方、仁者が山を樂ぶのは山のように安定しながら自ずと万物が発生する。だから仁者は静かで長生きだという。さて自然山 の真実はどうだろう 。山水に臨ん 眺れば爽やかな秋の美景 目に映るばかり、河が流れ のも山がどっさり構えるのも自然そのものであり全く違いはない ここに儒者と異なる法師の真意があった。論語を引きながら異 る趣意を出すのは作者の儒学だけでなく玄学 造詣が伺い知られるのである。これは梁の武帝が儒・道・仏三教合一を提唱する以前から江南仏教の特色でもあった。 『論語集解』 著者は玄学者の何晏
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である。懐風藻中この典拠を詩に用いたのは智蔵の作が初めてであり、以降多くの詩人が好んでこの典拠を使うようになったのである。智蔵詩が懐風藻に落とした影が大きくて深いといえよう。二つは三聯の「燕巣」と「鴈渚」の組み合わせである。これは「子夜四時歌」春歌に 昔別るるとき雁渚に集ひ、今還るとき燕梁巢くふ」と 類似の表現を見 が、 「子夜歌」は智蔵の留学した江南地方の流行歌曲であった。また「玩花鴬 に用いる「嫣（わらう） 」も楚辞によるもの った。ここに作者の詩風に江南文化の名残を垣間見ることができる。三つは尾聯 「竹林」 詠んだことを挙げなければならない。法師の詩に歌われた仏教の竹林精舎と解する説もあるが、下 句は『老子』に「寵辱を若し驚かば、大患 貴ぶこと身の若し」とあるのを踏まえるから、やはり竹林七賢のことと見るべきで ろう。王弼が老子のこの言葉を注して「寵あらば必ず辱有り、榮ならば必ず患ひ有る辱を驚くこと榮に等しく 患ひは同じなり いう つまり、寵愛も栄達も必ずその反対 一面を含むから、恥辱を驚くのも栄誉を驚くのも等しく 弊害は同じ。だから栄も辱も等し 思えば、一喜一憂することはないというのである。厭恥篇は の後更にこう続ける。　　
何ぞ大患を貴ぶこと身の若しと謂う？吾、大患有るゆえは、吾身有る為なり、吾身無きに及ばば、吾何か患ひ らん。
　
すなわち大患あるのは我が身が有るためであり、もし我が身が
無いなら、大患も「榮辱」もあろうはずがなく、それに驚くこも当然ありえない。こ に竹林七賢を友とし『老子』を典拠に用いながら、詩人は老荘の「無」ひいては仏経の「空」を歌ってい
るのである。言志は本来自らの志を述べる詩題だから法師が仏法を宣揚するのは当たり前だが、そ ために老荘玄学の表現を用いるのは、魏晋玄学に対する深い造詣を物語るのみならず、智蔵の三論教学が玄学と深い関係にある証を示したことにほかならない。そしてこの詩は、尾聯が首聯に呼応することで、魏晋の玄学では儒学のとくに論語を老荘と共 重視して た とも見事に一致し、実に興味深い。そして、竹林七賢の風流への傾斜これも懐風藻詩人の特徴的な詩風であり、ここに智蔵 詩が時代の詩風を影響するもう一つ 好例を見ることが き　
このように智蔵の詩二首を通してみれば、天武二年に僧正に任
ぜられた法師は、その内外の学に通じた豊かな学識素養 より、白鳳・天平年間に開花した仏教文化に大きな足跡を遺したばかでなく、天武朝以降の漢詩文にも深い影響を与えた形跡も明白見て取れる。その後の懐風藻の詩人たちは不比等や藤氏四子 含めて、玄学の表現、智水仁山の典拠を多用するのが何より 証拠である
注
注
。
五、仏教と玄学　
では、三論宗の高僧であった智蔵はなぜ自らの詩篇において仏
教の教義を直に述べず、特に竹林七賢に対してあれほどの関心をもっていたのだろうか。結論を先に言えば、それは中国仏教と老荘思想とは切っても切れない関係にあるからである。儒教と老荘の融和を図る魏晋の玄学は、竹林七賢 よって理論上で大いに発明されたばかりでなく、彼らの世俗を揶揄し超越する行為によって実践 ていた。そ 意味で竹林七賢は正 老荘思想を体現
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た知識人の代弁者であったといってもよい。　
仏教は後漢明帝の時中国に伝来したものの、当初はあまり顧み
られず、桓帝の時安世高、支
が相継いで洛陽で『大安般守意経』
『般若道行品経』等など経典を訳出したが、 漢末の朝廷政治の混乱、党錮の禁、黄巾の乱に続く軍閥の混戦に遭って、天下は塗炭の苦しみに塗れ、新しい思想を受け入れる余裕はなかった。　
魏晋の世に至って激しさを増す政争を回避する必要もあって、
何晏・王弼らが老荘思想を提唱し、儒教の経義を認めながらも老荘思想に基づく「無を以て本と為す」 「本を崇めて末を息む」との主張を大いに語り、世俗の実務を軽視して虚無玄遠の思想を標榜する清談の風流が一世を風靡した。何晏・王弼ら 正始風流の後を受けて、阮籍・嵇康らの竹林七賢の風流が興り、阮籍が『通易』 『通老』 『达荘』の三論を著わし 三玄 範疇を整え、嵇康が『釈私』諸論を著し「名教を越えて自然に任ねる」観点を提出する。そして向秀が 荘子 を注釈して大いに「奇趣を発明して玄風を振い起 た」のである。名教と自然の調和を説く郭象『荘子注』も殆ど向秀注に拠ったなら、魏晋の玄学は竹林七賢によって理論的完成を見たといっても過言ではない。そ ころ学者名士 多くは好んで玄学の清談に走り、仏教を信奉する者は少なかった。だからこそ、仏教は初め教義を広めるために玄学に近付きそ 名義や影響を借りなければならなかった。　
永嘉の乱後、中原の士族が大挙して江南に移住し、玄学清談の
風流も随って南方に移ったが、東晋以降、仏教般若学はますます玄学と癒着し、 「六家七宗」の説が称えられるに至った。中でも道安の「本無宗」と支遁の「即色 影響が大きい 道安は『本
無論』を著わし「無は万化の前に在り、空は名形の始めなり」と謂い、 「一切の諸法、本性は空寂、故に本無と云う」 （吉藏『中観論疏』 ）と説く。よって道安一派 「本無」 「性空」なる観点は魏晋玄学の「 を以て本と為す」の思想によってたつこ が知られる。これは道安が「中国に老荘教が流行する故 その風に因りて行うが易し」 （ 『鼻奈耶序』 ）という、玄学に因って仏法を説く方便の実践でもあった。また支遁は『即色游玄論』を著し 、 即色是空」 思想を宣
し、般若を本無と見なす点で、直接に玄学の
伝統を受け入れている。支遁は好んで玄理を語り 玄学の造詣は極めて深い。 『世説
･文学篇』に次の逸話を記している。
　　
支道林白馬寺の中に在り、馮太常と共に語る。因りて逍遥に及ぶ。支、卓然として新理を二家の表に標し、異義を衆賢の外に立てり。皆これ諸 名賢の尋味するも得ぬところなり。後遂に支が理を用ゆ。
　
支遁が『荘子』逍遥遊のどの部分について向秀・郭象を越えた
新しい義理を発明したのか詳らかでないが、玄学の理論的発展に支遁のような高僧の貢献があったことは当然考えられてしかるべきであろう。 『法苑珠林』に支遁のこと 「老釈風流の宗 と称することからも、この時期の仏学と玄学の相互議論参合 玄釈の義理発明の主要な特徴であったことは明らかである 中国学者の中で鳩摩羅什以前の般若学が幾つかの学派に分 れるのは、玄中の異なる学説に対応するものだという見解 る
注
注
。そのうち道
安の本無義は何・王の
無論に最も近く、支遁の即色義は向・郭
の自化論に近似するというが、これによって東晋における玄・釈交流 大概を知ることはできるだ
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鳩摩羅什が長安に着いて大量の仏経を訳出し、大乘空宗の中観
学派の義理を宣揚してから、大乗空宗の教学が大いに振るった。一方、玄学は伝統の学問として一般の学者に根付いた影響も計り知れないものがある。羅什の弟子中、僧肇、道生、道融、僧叡の四人が「什門四哲」と称せられ、わけても が「空を解すること第一」 と称される。 『高僧伝』 卷六によれば、 僧肇は幼時から 「経史を歴観し、備さに坟籍を尽くす。志は玄微を好みて 每 荘老を以て心要と為す」ものの、 『老子』を読んで「未だ善を尽くず」と歎き、後に『
摩経』を見て「歓喜頂受し、披尋玩味す。乃ち
言う、 初め 帰する所を知ると」 。よって出家 大乗仏典『方等』をよく学び、兼ねて三蔵に通ず。二十歳でその名が畿内一帯 轟いた。当時、学問の名声を競う者は皆、彼 若さではさほど深い学識が有り得まいと信じられず、千里の遠路も辞さずに長安にやって来て彼と弁論するものまでいたが、京都の碵学も地方の英才も皆舌鋒が挫かれ説伏されてし った。　　
肇、既に才思幽玄にして、又談説を善くす。機を承け鋭を挫き、
て流滞するなし。
に京兆の宿儒、及に関外の英彦、
その鋒弁を挹き、気負摧衄せざるはなし。
　
この僧肇の雄弁ぶりには智蔵の流暢な弁舌を思わせるものがあ
ろう。その後、僧肇は鳩摩羅什に師事し、羅什が大品般若経を訳出した後、肇は『波若無知論』を著し、羅什の賞賛を得る一方、廬山隠士の劉遺民がその論を読んで「方袍（僧侶）にもまた平叔（何晏）が有るとは思わなかった」と驚嘆させた。よって僧肇の論は魏晋玄学と関わり深いことが知られる。 彼の著述はほかに 『不真空 』 『物不迁論』 『涅槃無名 』と『維摩経注』お び諸経論
序などが世に伝わる。近年その玄学的指向を指摘する論考が少なからず、それら 譲りたい
10
注
。僧肇は羅什以前の格義仏教に対して
分析的批判を行ったが、彼も仏経の義理を語るのに玄学的表現に頼らざるを得 かったのであろう。　
羅什・僧肇没後、後秦も間もなく滅亡した。関中は戦乱に陥り、
僧侶が四散する中で江南に移る名僧が多く、南方仏教義学がますます繁盛を極めるが、他方 玄学も官立四学（玄・儒・史・文）の一つに立てられ、江南士族の殆 玄学の素養を備えていた。南朝
・梁に至って宗室諸王や文人墨客がみな好んで玄学の題目
を語り仏法を信奉した。僧侶も仏典 義理を重んじるとともに兼ねて外典に通ずるものが多かった。斉の竟陵王
子良が「玄釈を
総じて校し、そ 虚実を定めた（ 『
高僧伝』 ）し、梁の武帝
衍
も玄釈に精通するばかりでなく、深く仏教を崇めて、四回も同泰寺に舍身した。彼が三教同源説を推し進 、仏教と儒教と玄学融合を図ったので、江南仏 と玄学との融合もますます進んだことはいわず がなであろう。　
そもそも魏晋の玄学は何晏・王弼に始まり、竹林七賢に至って
高潮を迎えるが、竹林風流は玄学の理論を諸方面に広め、 『荘子』思想を大いに発明したばかり なく、玄学のもつ超俗・隠逸の側面を身を以って実践した め、後世に深遠な影響を及ぼした。その後を受けて東晋の張湛 『列子注』を著して玄学最後の力作となったが、彼が主張した「群有は至虚を以て宗と為す」という貴虚論は、僧肇『不真空論』 云う「それ至虚無生なるものは、盖しこれ般若玄
の妙趣、有物の宗極なり」とある観点と完全に一
致する。ここに張湛『列子注』が深く仏教の影響 受けたことと
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ともに、僧肇の学説が玄学と深い関係を有することの一斑を伺い知ることもできる。吉蔵『大乗玄論』において僧肇を三論宗の実質上の創始者と認めたので中国三論宗と老荘玄学の関わりは正に深くて久しいといえる。そ 後「善く三論、涅槃に通じ、荘老俗書久に已に洞明す。これに由り声誉は久しく漢南を逸る」 （ 『法苑珠林』 ）という襄州光福寺に住した釈慧璿もその好例であ
る
11
注
。
また、それは智藏の高弟智 の著し 『
名玄論略記』に老庄の
説を多く引いたことによっても裏付けられる。　
中国三論宗の第一伝は羅什、第二伝は僧肇である。羅什・僧肇
の中観三論の学を学んだ遼東（当時は高麗に所属）の僧朗が南朝斉の時江南に渡って摂山に隠棲し、後に梁の武帝が僧詮らを遣わして僧朗に三論を学ばせたこと 既 述べたが、僧朗も も一生摂山を出なかった。これが斉・梁の仏教 お て成実論が盛行した主な理由といわれる 僧詮 亡くなった後、詮門四友はようやく山門を出るが、それでも僧布が終生摂山に止まった。一方、法朗は陳の武帝に請われて揚州興皇寺に住し、 『山門玄義』を著して成実宗を容赦なく論破し、三論宗 江南全域に広めて南朝・陳の仏教正宗に盛り上げた。法朗が亡くなる時、一門の後を茅山明法師に託し、明法師は即日法朗を辞して門下を率いて茅山 入った。その門下に吉藏など多くの高僧 育 ながら明法師もつい終生茅山を出なかった。　
してみれば、僧朗以降の三論宗一派は山林に隠棲する志向が強
く、法朗、吉藏といった世に名高い名僧 輩出する一方 、山寺に止まって経典教学の研鑽に専念する高僧が多かった。智蔵 呉越の故地に留学した時に学んだ高学の尼もそうした一人である。
では智蔵はどう世に処すべきか。玄学・釈教の別はあるとはいえ、竹林七賢も超俗・隠逸の志向が強 った知識人集団だったのである。ここにも智蔵が七賢に強い関心を持つ理由の一つがあではなかったろうか。六、むすび　
智蔵法師はその略伝に記述された振る舞いや詩文によって竹林
七賢への関心が強く伺われる。それは江南仏教において玄学と仏教の関係が極めて密接であったゆえにほかならない。 そのため 「識は内外に渉り、学は三藏に通ず」るのみならず、呉越故地に留学してから更 「定慧倍進」した法師は、三論の奥義だけでなく玄学の義理にも詳しく正に日本三論宗第二伝祖師 相応しいと えよう。　
智蔵の詩文に儒学と老荘思想の融合が見られるのは江南文化に
浸透した三教合一の理念の反映ではあるが、それは彼が 教 義理に対する透徹した認識と理解に基づくものだから、智蔵の詩文に見るそうした傾向は、天武持統朝の知識層に与えた影響が大きい。　
一例を挙げれば、大津皇子の詩 「春苑言宴」がある。
　　
群公倒載歸、
　　
群公
 倒載して歸り、
　　
彭澤宴誰論。
　　
彭澤の宴を誰か論ぜん。
　
一首の結びに陶淵明よりも竹林七賢 一人山濤の息子山簡へ
傾斜を朗らかに歌い上げている。近江朝の漢詩文は懐風藻序に拠る限り王権謳歌の文学であったことを考えれば、皇子 詩に影響を与えたのは恐らく智蔵の詩ではなかったか。
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したがって天武持統朝の文化を考えるには、内典外典に博く
渉った智蔵法師の学識は仏教のみならず、漢詩文学に及ぼした影響も計り知れないも があったことを考慮に入れるべきであろう。また師が日本最初の詩僧として活躍したことの意味も大きいに違いない。注
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